








 

新生児頭蓋内出血とくに未熟児脳室内出血(IVH)の成因に関する研究は,今まで多数なされ,

素因と外因とが考えられているが,外因のうち脳血流(CBF)の増加ないし変動は主な発生要

因と考えられる。 

 また,NICU における種々の治療・処置によって CBF が変化することが知られており,IVH

の発生機転は複雑化している。その中で気胸がIVH発生と関係深いことについてもいくつ

かの報告がある。 

 我々は,臨床的には気胸に脳室上衣下出血(SEH),IVH を併発した症例の前大脳動脈 Puls 

atility index(PI)の変動を検討し,さらに実験的には家兎乳仔に胸腔内圧上昇を作り,血

圧・心拍数および CBF の変化を検討した。 


